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概 要

本稿では，2017早稲田整数論研究集会における講演に基づき，Coleman-Mazur固有値曲線
の既約成分で重さ空間上次数有限のものは必ず重さ空間上有限になる，という結果 [HN] を紹介
する．

1 背景

1.1 楕円保型形式

pを素数，Qp を p進数体とする．加法的 p進付値 vp を vp(p) = 1と正規化し，Qp の代数閉包

Q̄pに拡張する．Cpで Q̄pの p進完備化を表す．また，a ∈ Cpの p進絶対値を |a|p = p−vp(a)で定

める．また，Q̄を Cにおける Qの代数閉包とし，体の埋め込み Q̄ → Q̄p を固定する．

N ≥ 1を pと素な整数とする．整数m > 0と整数 k，体の拡大 E/Qに対し，E 上定義された

レベル Γ1(Npm)，重さ kの楕円保型形式の空間を

Mk(Γ1(Npm))E

で表す．E = Cの場合が古典的な楕円保型形式の空間である．この空間には，各素数 lに対する

Hecke作用素 Tl（l ∤ Np），Ul（l | Np）と，a ∈ (Z/nZ)×，b ∈ (Z/pmZ)×に対するダイヤモンド
作用素 ⟨a⟩N，⟨b⟩pm が作用する．これらの作用素全てについての同時固有ベクトルのことを固有

形式（eigenform）と呼ぶ．

保型形式の p進理論において最も重要なのは pに対する Hecke作用素 Up で，これは q展開に

f(q) =
∑
n≥0

anq
n ⇒ (Upf)(q) =

∑
n≥0

apnq
n

を引き起こす作用素である．Up はMk(Γ1(Npm))E = Mk(Γ1(Npm))Q ⊗Q E に作用するが，この

作用素の固有値は代数的数であり，固定した埋め込み Q̄ → Q̄p によって p進付値を取ることがで

きる．Up 固有値の p進付値のことを傾斜（slope）と呼ぶ．傾斜は Q≥0 ∪ {+∞}の元である．

1.2 保型形式の p進解析族

現代の整数論において重要な役割を果たしてきたのが，「傾斜有限な固有形式は p進解析的な族

をなす」という事実である．レベル 1の Eisenstein形式（の p安定化）が p進解析族をなすことは
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Serre [Ser] によって示されていたが，これは傾斜 0の固有形式の例である．傾斜 0の固有形式は通

常（ordinary）固有形式とも呼ばれるが，それらが p進解析族—肥田族（Hida family）—をなす

ことが肥田 [Hid] によって発見され，1980年代から今に至る整数論の一大潮流を生み出した．肥田

族（のリジッド生成ファイバー）の傾斜 ̸= 0の場合への一般化に成功したのはColeman [Col] だが，

その後 Coleman-Mazur [CM] により，彼の族（Coleman族）を開集合として含む，傾斜有限な固

有形式の普遍的な p進解析族が構成された．これがColeman-Mazur固有値曲線（eigencurve）

である．

固有値曲線の定義を説明する前に，固有形式の p進解析族を考える代表的な恩恵について述べて

おく．例えば，固有形式の p進解析族の存在から，与えられた固有形式に q展開が p進的にいくら

でも近い固有形式の存在が従う．保型形式の合同の中には，q展開の具体的な形から初等的に証明

できるものもあるが，そういった組み合わせ論的な方法では散在的にしか得られなかった合同を，

体系的に大量に得られる，というのが固有形式の p進解析族を考える利点の一つである．

このような合同を用いると，直接研究するのが難しい固有形式についての主張を，より易しい固

有形式の場合に帰着させることがしばしば可能になる．固有値曲線は固有形式の合同の「親玉」で

ある，と考えると，固有値曲線の幾何を調べることにより合同の深い性質が明らかになり，そのよ

うな帰着が強力に行えるようになる，と期待するのはもっともなことのように思える．実際，固有

値曲線の既約成分に関するある予想が正しければ，保型形式の L関数の零点の位数に関する偶奇

予想が傾斜有限の場合に証明できる，という結果が Pottharst-Xiao [PX] によってアナウンスされ

ている（§2.1を参照）．

1.3 重さ空間と過収束保型形式

固有形式の p進解析的な族を得るためには，保型形式の重さも p進解析的に変動させる必要が

ある．そのような p進的重さのパラメータ空間が重さ空間（weight space）と呼ばれるリジッド

解析多様体である．これを定義するためにまず，D(0, 1−)を Qp 上の単位開円盤とする．これは，

Cp 値点の集合が

D(0, 1−)(Cp) = {x ∈ Cp | |x|p < 1}

を満たすリジッド解析多様体であり，実際は Spf(Zp[[X]])のリジッド生成ファイバーとして定義す

る．このとき，重さ空間W を
W =

⨿
D(0, 1−)

で定義する．但し，直和は添字集合 Hom((Z/2pZ)×,O×
Cp
)に関して取るものとする．D(0, 1−)の

点 xに対し，1+ 2pZpの位相的生成元 1+ |2|−1
p pを 1+ xに送る指標を対応させることで，同一視

W(Cp) = Homcont.(Z×
p ,O×

Cp
)

が得られる．この集合の元のことを重さ指標（weight character）と呼ぶ．重さ指標は保型形式

の重さと pでの指標を組み合わせた概念であり，後で見るように，例えばレベル Γ1(N) ∩ Γ0(p)，

重さ kの楕円保型形式には重さ指標 (t 7→ tk)が対応する．

これで重さのパラメータ空間が得られたが，固有形式の p進解析的な族を構成するためにはさら

に，不連続的にしか存在しない古典的な固有形式を補間する接合剤が必要になる．それにはいくつ

かの方法があるが，ここでは過収束保型形式を扱う．古典的な楕円保型形式は，モジュラー曲線上

のある線束の切断と解釈できたが，過収束保型形式（overconvergent modular form）とは，モ

ジュラー曲線の許容開集合上のある線束の切断である．許容開集合（admissible open subset）
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とは，リジッド解析多様体における開集合の概念で，例えば「Qp上のモジュラー曲線から，超特

異還元を持つ楕円曲線に対応する点を全て除いた集合」は許容開集合になる．これはモジュラー曲

線から（標数 pのファイバーにある有限個の超特異点の持ち上げに対応する）無限個の点を除いた

集合であり，代数幾何では捉えることができない．

正確な定義は説明しない（例えば [Pil]を参照）が，任意の点 x ∈ W(Cp)に対して，従順レベル

N，重さ xの過収束保型形式の概念を定義することができる．それらのなす空間を

M†
x(Γ1(N), p∞)

で表す．これは Cp上の Banach空間の順極限であり，一般には無限次元である．また，ここにも

Hecke作用素 Tl（l ∤ Np），Ul（l | Np）とダイヤモンド作用素 ⟨a⟩N が作用する．これらの作用素
に関する同時固有ベクトルを過収束固有形式（overconvergent eigenform）と呼ぶ．過収束保

型形式に対しても（∞における）q 展開の概念が存在し，それを用いることで過収束正規固有形

式（normalized overconvergent eigenform）の概念を定義することができる．（q展開の定数

項が消えていない場合は，定数項を 1にするように正規化する．）

古典的な保型形式の空間との関係は次の通りである．任意のm > 0と，任意の有限指標χ : Z×
p →

(Z/pmZ)× → O×
Cp
に対し，重さ指標 xk,χ を xk,χ(t) = tkχ(t)で定めると，Hecke作用素・ダイヤ

モンド作用素と可換な埋め込み

(1.1) Mk(Γ1(N) ∩ Γ0(p
m), χ)Cp ⊆ M†

xk,χ
(Γ1(N), p∞)

が存在する．

1.4 Coleman-Mazur固有値曲線

Coleman-Mazur [CM]とBuzzard [Buz2]により，Qp上のリジッド解析曲線 CN と，リジッド解析
多様体の射 κ : CN → Wの組で，任意の x ∈ W(Cp)に対し，ファイバー κ−1(x)がM†

x(Γ1(N), p∞)

における傾斜有限な過収束正規固有形式の集合と同一視できるようなものが構成されている．これ

を従順レベルN のColeman-Mazur固有値曲線（eigencurve）と呼ぶ．

埋め込み (1.1)により，Mk(Γ1(N)∩Γ0(p
m), χ)Cp における固有形式は CN (Cp)の元を定める．こ

のような点のことを古典的点（classical point）と呼ぶ．古典的点は CN において Zariski稠密で

あることが知られている．（Colemanの古典性（Classicality）定理の帰結．）従って，CN は古典的
な固有形式の集合を p進解析的に補間した多様体である，と言うことができる．また，上の全単射

は CN が過収束固有形式のモジュライ空間と見なせることを示している．

注 1.1. 固有値曲線の構成の詳細は説明しないが，大雑把に言うと固有値曲線とは Spec(Hecke環)

であり，上の全単射は，Hecke環から Cpへの環準同型が固有形式と対応することを意味する．も

ちろんこれではリジッド解析多様体の構造が入らず，固有形式の p進解析族にならないので，実際

はHecke環がアフィノイド代数になるように過収束保型形式の空間を Up作用素を使って切り分け

る必要がある．ここに過収束性や Up のコンパクト性が用いられる．

注 1.2. 固有値曲線は代数曲線ではない．例えば単位開円盤D(0, 1−)もリジッド解析曲線だが，代

数曲線ではない．固有値曲線 (eigencurve）は普通に訳せば「固有曲線」だが，固有値曲線は普通

の意味で固有（proper）にはならない．
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2 主定理

2.1 固有値曲線の既約成分

固有値曲線は過収束保型形式のモジュライ空間なので，その幾何的な情報が保型形式の p進的な

性質を反映していると考えるのは自然である．固有値曲線の幾何についてはColeman-Mazur [CM,

p. 4–8] が多くの問いを提出したが，近年それらの問いについては急速に理解が進んでいる．

本稿で着目するのは固有値曲線 CN の既約成分である．それが有限個か無限個か，という基本
的な問題もまだ解明されていないが，CN の既約成分の例としては肥田族（のリジッド生成ファイ
バー）がある．（ここでは Eisenstein族も肥田族に含めている．）各肥田族は CN の既約成分を定め
るが，肥田族から得られる既約成分 C については，合成

C ⊆ CN
κ→ W

が有限射になることが（肥田 Hecke環の岩澤代数上の有限性から）分かる．

注 2.1. リジッド解析多様体の間の有限射は代数幾何と同様に定義する．つまり，局所的にはアフィ

ノイド代数の準同型 A → B で B が A加群として有限生成なものと対応することを言う．

一方で，重さ空間W 上の有限性よりも弱い性質として，W 上の次数有限性がある．

定義 2.2. CN の既約成分 C が次数有限（finite degree）であるとは，κとの合成 C ⊆ CN → W
の任意のファイバーが有限集合であること．そうでないとき次数無限と言う．Fredholm超平面の

一般論により，次数有限ならファイバーの濃度は有界であることが示せる．合成 C → W が有限射
であれば，もちろん C は次数有限である．

肥田族の定める既約成分はW 上有限だから次数有限でもある．CN の既約成分は固有形式の何
らかの p進解析族と見なせるが，肥田族は固有形式の最も重要な p進解析族であり，傾斜 0の特殊

事情によって傾斜> 0の場合に比べてより多くのことが分かる．従って，ある既約成分が肥田族か

どうかを判定することには意義がありそうだ．これについては Coleman-Mazurが次の問いを提出

した．

問 2.3 ([CM], p. 5). CN の次数有限な既約成分は肥田族と一致するか？
言い換えれば，二つの包含関係

{肥田族 } ⊆ {W 上有限な CN の既約成分 } ⊆ {W 上次数有限な CN の既約成分 }

はどちらも等号か？

この問いが肯定的であれば，それは与えられた既約成分が肥田族かどうか，つまり傾斜が 0かど

うかが，次数有限性という位相的な条件で決まっていることを意味する．

2.2 第一の包含関係：重さ空間の境界での挙動

問 2.3の一つ目の包含関係については，Chenevierによる（短い）議論 [Che, Ch. 1, §3.7] によ
り，これが等号であることが次の予想—Coleman-Mazur-Buzzard-Kilford予想—から従うことが

分かっている．



5

予想 2.4 ([LWX], Conjecture 1.2を参照). 重さ空間W の各連結成分 D(0, 1−)に対し，円環 Dr

を

Dr(Cp) = {x ∈ Cp | r < |x|p < 1}

で定義し，CN のDr への制限 CN |Dr
を考える．このとき，rが 1に十分近ければ次が成立するだ

ろう．

1. CN |Dr は可算無限個の連結成分 Cn（n ∈ Z>0）の直和であり，各 nに対し κ : Cn → Dr は

有限平坦．

2. 任意の nに対し αn ∈ Q≥0 が存在して次を満たす：任意の z ∈ Cn に対し，z に対応する過

収束固有形式の傾斜は αnvp(κ(z))に等しい．

3. {αn}n は，十分大きい nから先では有限個の算術級数の合併になる．

Buzzard-Kilford [BK]はこの予想の p = 2，N = 1の場合を（一般化の難しい具体的な計算によ

り）解決した．この場合 κ : Cn → Dr は同型になる．重さ空間の外縁にある円環Dr の上に，光輪

のように無限個の円環 Cnが浮かんでいることになる．そのため，この予想のもう少し強い形のも

のは，スペクトル光輪予想（spectral halo conjecture）と呼ばれている [BP2, Conjecture 4.1]．

（[BP1, Theorem B]も参照．）

この予想の二つ目の主張は，「重さが重さ空間W の境界に近付くと固有形式の傾斜は 0に近付

く」ということを意味している．W の境界近くには，整数 kを固定するとき，導手の大きい有限

指標 χに対する点 xk,χ が集まっており，χの導手が大きいほど xk,χ はW の境界に近付く．この
ことと Colemanの古典性定理を組み合わせると次のことが分かる：予想 2.4が正しければ，CN の
任意の既約成分に重さ 2の古典的点が存在する．

重さ 2の保型形式は（例えば Abel多様体を使えるので）最も調べやすい保型形式のクラスであ

る．一方で，p進解析族の存在により，重さ 2の点 xで何かを証明できれば，その何かが xを含む

既約成分全体で成立する，ということがしばしば起こる．Pottharst-Xiao [PX, Theorem C] によ

れば，保型形式の L関数の零点の位数に関する偶奇予想が，傾斜有限の場合にはこのようにして

証明できるという．

2.3 第二の包含関係：固有性

本稿の主定理は，問 2.3における第二の包含関係が等号であることを主張するものである．これ

は James Newton（Kings College London）との共同研究による．

定理 2.5 ([HN], Theorem 1.1). CN の任意の既約成分 C に対し，C がW 上次数有限ならば C は

W 上有限．

この節では以下，定理 2.5の証明のアイデアを説明する．まず，代数幾何における次の定理を思

い出そう．

準有限かつ固有な射は有限射．

p進解析幾何においても対応する定理が成立する．CN の既約成分 C の次数有限性はW 上の準有
限性と似た概念である．従って，射 κ : CN → W の固有性が証明できれば合成 C → W の有限性
も従いそうだ．問題は，κ : CN → W は準コンパクトでないため固有でもないということである．
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一方で，Coleman-Mazurは [CM, p. 5] において CN が，以下で述べるこれと別の意味での固有
性を持つかどうかを問いとして提出した．D = Sp(Qp⟨X⟩)を Qp 上の単位閉円盤とする．つまり

D(Cp) = {x ∈ Cp | |x|p ≤ 1}.

Dにおいて x = 0に対応する点を Oと書き，D× = D \ {O}とおく．これは穴開き単位閉円盤で
ある．完備付値体の拡大 L/K に対し，K 上準分離的なリジッド解析多様体X の Lへの係数拡大

をXL で表す．

定義 2.6. Cp 上のリジッド解析多様体としての任意の射 φ : D×
Cp

→ CN,Cp
が φ̄ : DCp

→ CN,Cp
に

延長されるとき，固有値曲線 CN は固有（proper）であると言う．

注 2.7. この性質は慣例的に固有性と呼ばれているが，リジッド解析幾何における普通の意味での

固有性（Kiehlによる）とは同値ではない．「完備」「穴がない」などと呼ぶ方が適切だろう．

注 2.8. 任意の射D×
Cp

→ WCp は自動的にDCp → WCp に延長されることが（穴開き閉円盤上の有

界な解析関数は穴に延長される，ということから）直ちに分かる．このことと合わせると，上の定

義が固有性の付値判定法の類似であることが見て取れる

「CN はこの意味で固有か？」という Coleman-Mazurの問いは，Buzzardと Calegariによる部

分的な結果 [BuC, Cal] を経て，Diao-Liuによって多くの場合に肯定的に解決された．

定理 2.9 ([DL], Theorem 1.1). K/Qpを任意の有限次拡大とする．このとき，任意の射 φ : D×
K →

CN,K は φ̄ : DK → CN,K に延長される.

従って，この固有性を普通の意味での固有性の代わりに使うことで，次数有限な既約成分の有限

性を示せないか，と考えるのは自然だろう．（Chenevier [Che, loc. cit.] もそう予想していた．）実

際，定理 2.5の証明はそのようにしてなされる．

2.4 証明の方針

定理 2.5の証明の方針を説明するためには，CN の構成に少し立ち入る必要がある．CN の構成
の基礎になっているのは，過収束保型形式の空間に作用する Up の特性巾級数 P1(X,T ) とスペ

クトル曲線 Z1 である．P1(X,T )はW × A1 上のリジッド解析関数で，次の性質を持つ：任意の

(x, t) ∈ (W ×A1)(Cp)に対し，P1(x, t) = 0であることと，t−1がM†
x(Γ1(N), p∞)における Upの

固有値であることは同値．W ×A1において P1(X,T )が定める閉部分多様体を Z1と書き，これを

スペクトル曲線（spectral curve）と呼ぶ．固有値曲線 CN は，Z1上有限なリジッド解析多様体

π1 : CN → Z1 として構成される．この写像 π1 は，傾斜有限な過収束固有形式 f に対し，その Up

固有値の逆数 ap(f)
−1 を対応させるものである．

全ての Hecke作用素と ⟨a⟩N とで生成される Zp 上の抽象的 Hecke環をHと書く．より一般に，
任意の α ∈ 1 + pHに対し，作用素 αUpに対しても特性巾級数 Pα(X,T )を定義できる．この場合

も，Pα(X,T )が定めるW × A1 の閉部分多様体を Zα と書くと，傾斜有限な過収束固有形式 f に

対し，その αUp 固有値の逆数を対応させる写像 πα : CN → Zα が有限射になる．p1 : Zα → W を
第一射影とする．

以下簡単のために従順レベルN が 1の場合のみ考える．（一般には帰納法で示す．newformが十

分多く含まれている既約成分に対しては N = 1と同様に示せる．そうでない場合は小さな従順レ

ベルの場合に帰着できる．）C を C1 の次数有限な既約成分とする．このとき，ある αが存在して
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次を満たす：Y = πα(C)に reduced structureを入れると，πα が引き起こす写像 πα : C → Y が

generic3 isomorphismになる．この言葉の意味は，Y の離散的部分集合（＝等次元 0の解析的

閉部分集合）E と，Y \ E の離散的部分集合 E′，(Y \ E) \ E′ の離散的部分集合 E′′ が存在して，

((Y \ E) \ E′) \ E′′ 上では πα が同型になる，ということである．

これら三つの離散的部分集合の取り方についても詳細は説明しないが，F ⊆ W を F の外では

p1 : Y → W が有限エタールになるような有限集合とすると，E = p−1
1 (F )である．このような F

が存在することは，C が次数有限であるという仮定によって保証される．E′は，E′の外では話を

Zαの特定のタイプの許容開集合（CN の構成に用いられる「標準的許容開被覆」の元）に帰着させ
られるような部分集合である．E′′は局所的にはある行列の行列式が定める閉部分集合で，ここが

πα を同型にするために除く部分であり，E′′ が離散的になるように αを上手く選ぶ必要がある．

αは，πα : C → Zα の像が Zα の中で重複度を持たない既約成分に入るように選ぶ．もしこれ

が可能なら，Cayley-Hamiltonの定理と「固有多項式が重複度を持たなければ最小多項式と一致す

る」という事実を用いることにより，Eや E′と交わらない（特定のタイプの）許容開集合上では，

πα : C → Zα はアフィノイド代数の間の単射が引き起こす写像であることが示せる．また，保型

形式と Hecke環の双対性から，これらのアフィノイド代数が，あるアフィノイド代数上同じ階数

の自由加群であることが示せる．それを同型にするには行列式の零点集合 E′′を除けば良いが，単

射性から E′′ が離散的であることが従う．

αの取り方については，既約成分が重複度を持たないかどうかは一点でのファイバーで分かるの

で，結局は，古典的な保型形式のなすある空間に含まれる固有形式を，他の固有形式とαUp固有値で

区別できるような αを取ることに帰着される．この部分の議論はColeman-Mazur [CM, Sublemma

6.2.3] の真似である．

これでCを調べることと Y を調べることが「だいたい同じ」であることが分かった．Cが次数有

限であることから，Y の方はW 上の有限被覆から有限個の点を抜いたものであることがすぐに分
かるので，C に比べて調べやすい対象である．そこで，上で考えた F ⊆ W に対して任意の x ∈ F

を取る．xの周りの小さな閉円盤Dで，W の許容開集合になるようなものを取り，D× = D \ {x}
とおく．F の取り方から，Dの半径を十分小さく取れば，Y → W はD× 上有限エタールである．

すると，p進Riemann存在定理 [Lüt, Ram] から，Dの半径をさらに小さくすれば，p1 : Y → W
の制限 Y |D× → D× が Cp 上では Kummer型被覆，つまり

D×
Cp

→ D×
Cp
, z 7→ x+ zm

の直和になるようにできる．

Cp上では定理 2.9を使えないので，これをQpの有限次拡大に降下させる必要がある．このよう

な降下は一般には不可能だが，今の場合は多くのものがQp上定義されており，特に Y がQp上定

義された Zαの閉部分多様体であることから，降下を実行できる．従って，ある有限次拡大 L/Qp

が存在して，p1 : Y → W の制限 Y |D× → D× が L上で Kummer型被覆，つまり

D×
L → D×

L , z 7→ x+ zm

の直和になる．

C → Y が generic3 isomorphismであることから，ここで構成した直和成分の埋め込み D×
L →

Y |D×
L
は generic2にはCに延びている．（F の外で考えているので「generic」の巾指数がひとつ減っ

ている．）ここで定理 2.9を用いると，この除かれている点を全て埋めることができ，generic2な切

断D×
L → CLを射DL → CLに延長することができる．つまり，局所的には C → Y を有限射で上

から抑えることができる．このことから C → Y が有限射であることが従う．
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3 幽霊予想

問 2.3や予想 2.4は，保型形式の傾斜の構造についての主張，と言うことができる．一方でここ

数年，傾斜に関する次の問いが多くの研究者の注目を集めてきた．

問 3.1. Mk(Γ0(Np))C にどのような傾斜が存在し，それらはどのような構造を持つか？

例えば，Mk(Γ0(Np))Cの p-newな尖点固有形式の傾斜は (k−2)/2である [Miy, Theorem 4.6.17

(2)]．また，Mk(Γ0(Np))C の p-oldな尖点固有形式はMk(Γ0(N))C の尖点固有形式の二つの p安

定化によって得られるので，足すと k− 1になる二つの値が対になって傾斜として現れるが，実際

にどのような対が現れるかが問題になる．これは古典的な楕円保型形式の理論の範疇にある問いで

あり，1990年代から興味を持たれてきた（例えば [GM]）．

この問いに関して，2010年代に入り，Bergdall-PollackはBuzzardの仕事 [Buz1]を下敷きにして，

傾斜の構造に関する新しい予想—幽霊予想（ghost conjecture）—を提出した [BP2, Conjecture

1.3]．この予想によると，従順レベルΓ0(N)，重さ指標 xの過収束尖点形式の空間S†
x(Γ0(N), p∞)に

現れる傾斜を，古典的な尖点形式の空間 Sk(Γ0(N))Cや p-newな尖点形式の空間 Sk(Γ0(Np))p-newC

の次元から組み合わせ論的に決定できるという．もう少し具体的に言うと，これらの次元のデータ

から幽霊級数（ghost series）と呼ばれる巾級数を構成でき，予想によれば，S†
x(Γ0(N), p∞)に作

用する Up作用素の特性巾級数の Newton多角形が，幽霊級数の Newton多角形と一致する．従っ

て，古典的な尖点形式の空間に現れる傾斜も幽霊級数の Newton多角形から分かる．（実際は pと

N に関する仮定が必要だが，詳細は [BP2]を参照．）

このような傾斜の研究の原動力になってきたのは，計算機による数値計算である．[BP2, Appendix

B]では，Hecke作用素の跡に関する小池の公式 [Koi] を用いて特性巾級数の数値計算を行ってい

る．一方で，Hilbert保型形式や Siegel保型形式などの，他の代数群上の保型形式や，楕円保型形

式の関数体類似である Drinfeld保型形式に関しては，傾斜の構造について今の所ほとんど何も分

かっていないように思える．計算機に強い研究者の参入を望みます．
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